



















































The International Yeats Society and the Yeats Society of 
Japan Joint Symposium in Kyoto 2018 / the 54th Annual 
Conference of the Yeats Society of Japan
（2018 国際イェイツ協会・日本イェイツ協会合同共催大会 / 第 54 回日本イェイツ協会年次大会）
会場：京都大学　百周年時計台記念館　参加者数：200 名
日程：2018 年 12 月 15 日（土），16 日（日）
海老澤　邦江＊
2019 年 1 月 16 日受付
＊  江戸川大学 情報文化学科教授　英米・英語圏文学，文
化比較
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2 日間を通じ，海外からの参加者が非常に多く，
あらためて世界文学の視点から，現代の批評眼に
十分耐えうるイェイツ作品の普遍性を確信する学
会となった。ただ 1 点，残念に思うことは，発表
者が多かったので，有意義な発表をすべて聞けな
かったことだ。しかし，時間上の問題なので致し
方ない。また，文学的アプローチの違い，並びに
時間的制約の問題からであろう，テクスト・リー
ディングが犠牲にならざるを得なかった。とは言
え，日本文化とヨーロッパ文学との接点を，21
世紀のグローバル社会で実現・再考できたのは，
今後の研究活動の発展に資するところが大きかっ
た。また，こうした研究活動が，知的・人的交流
を促し，グローバル社会の課題解決のヒントを与
えてくれる機会ともなった。日本文化に初めて触
れる海外からの研究者にとっては，京都の土地柄
は新鮮な驚きとなったろう。
